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ABSTRACT 
Gravitational red (blue) shift and Doppler Effect of light by the hierarchy quantum theory is 
different in relativity. 
 
MAIN 
地表で粒子速度 v に加速した物体の波動速度[1]と全エネルギーは、 

 

w = (c2 － 2GM/r － v2)1/2, (1) 
E = E0c/(c2 － 2GM/r － v2)1/2. (2) 

 

(2)を光子のエネルギーに置き換えて 

 

hf = hf0c/(c2 － 2GM/r － v2)1/2, (3) 
f = f0c/(c2 － 2GM/r － v2)1/2. (4) 

 
その地表の観測者からみた物体から発する光のドップラー効果は、(1)の二次ドップラー効果と(4)のエネルギー増加が打

ち消しあって、 

 

f' = fw/(c －vcosθ) = f0/(1 － v cosθ/c). (5) 
 

あるいは、 

 

f0 = f’/(1 － v cosθ/c). (6) 
 

このように相対論の光のドップラー効果は、双子のパラドックスで時計の進み方が違うと同様に加速エネルギーに

よって横ドップラー効果が打ち消しあうことが考慮されてない。重力の場合、高低差により振動数を変化する[2]
のは(2)の運動エネルギーを位置エネルギーに(v2 → 2GM/[r + h])置き換えて(1)と打ち消しあう。 地表の観測

者からみた地上で静止する物体が発する光の重力青方偏移は、 

 

f = f0c/(c2 
－ 2GM/[r + h])1/2. (7) 

 

地上の観測者からみた地表で静止する物体が発する光の重力赤方偏移は、 

 

f0 = fc(c2 
－ 2GM/[r + h])1/2. (8) 
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